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競
争
的
企
業
間
に
お
け
る
長
期
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
一
　
序

　
本
稿
で
は
、
一
方
の
企
業
が
他
方
の
企
業
に
対
し
て
原
材
料
．

中
間
財
を
供
給
す
る
場
合
の
二
企
業
間
の
長
期
契
約
に
関
す
る
経

済
学
的
な
分
析
を
行
な
う
。
以
下
で
は
、
契
約
の
対
象
と
な
る
財

を
供
給
す
る
企
業
の
側
を
「
売
手
」
と
呼
ぴ
、
そ
れ
を
需
要
す
る

企
業
の
側
を
「
買
手
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　
売
手
、
買
手
が
と
も
に
競
争
的
な
市
場
か
ら
、
生
産
要
素
を
購

入
し
、
そ
の
生
産
物
を
競
争
的
な
市
場
で
販
売
す
る
と
き
、
こ
れ

ら
の
市
場
が
完
全
で
あ
る
な
ら
、
売
手
と
買
手
が
契
約
を
結
び
取

引
を
内
都
化
す
る
こ
と
に
よ
る
利
益
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
取

引
相
手
に
よ
っ
て
、
取
引
費
用
が
異
な
る
場
合
に
は
特
定
の
取
引

相
手
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
双
方
に
利
益
が
生
ず
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
　
昭
光

が
あ
る
（
中
谷
厳
〔
H
轟
一
〕
）
。
ま
た
契
約
の
対
象
と
な
る
財
の
・
ス

ポ
ッ
ト
市
場
の
価
格
の
変
動
が
大
き
い
と
き
に
も
取
引
を
内
部
化

す
る
利
益
が
生
ず
る
だ
ろ
う
。
以
下
で
は
こ
の
よ
う
な
契
約
の
利

益
が
存
在
す
る
よ
う
な
状
況
に
限
定
し
て
、
契
約
の
間
題
を
分
析

し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
契
約
の
経
済
理
論
に
つ
い
て
は
、
ρ
ぎ
邑
邑
尉
［
岩
ご
］
一
旨
・

字
吋
邑
｝
［
H
ξ
占
等
の
賃
金
と
雇
用
に
関
す
る
契
約
の
理
論
、

竃
．
射
O
ま
9
旨
彗
O
－
ω
ま
O
q
－
旨
［
畠
暮
］
・
ブ
、
〔
背
竃
。
Φ
彗
O

声
N
Φ
鼻
罫
畠
彗
□
H
ミ
H
］
等
の
保
険
契
約
に
関
す
る
理
論
、
旨

｝
胃
ユ
㎝
雷
目
O
＞
1
射
竃
ξ
［
H
ξ
①
］
一
ω
1
ω
ブ
凹
く
邑
□
岩
葛
－
峯
・

オ
9
迂
目
竃
口
湯
o
］
等
の
、
■
雷
o
ざ
鼻
H
昌
昌
庄
＜
Φ
0
9
弐
彗
叶
二

に
関
す
る
理
論
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
契
約
の
理
論
は
、
契
約
の
一

方
の
当
事
者
（
雇
用
者
、
保
険
会
社
、
発
注
者
）
が
、
他
方
の
当
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（65）競争的企業間における畏期契約について

事
者
（
被
雇
用
者
、
被
保
険
者
、
受
注
者
）
に
対
し
て
、
彼
ら
が

契
約
に
よ
る
以
外
の
代
替
的
方
法
に
よ
っ
て
獲
得
で
き
る
期
待
効

用
を
保
証
す
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
雇
用
者
、
発
注
者
は
自

己
の
期
待
効
用
を
最
大
化
し
、
ま
た
保
険
会
祉
は
被
保
険
者
の
期

待
効
用
を
最
大
化
す
る
と
い
う
フ
レ
ー
ム
・
ワ
i
ク
を
持
つ
。

　
本
稿
で
は
、
ρ
＞
昌
ま
2
ω
□
岩
畠
］
の
賃
金
・
雇
用
契
約
の

理
論
の
枠
組
を
用
い
て
、
不
確
実
性
下
の
企
業
間
の
長
期
契
約
の

間
題
を
分
析
す
る
。
な
お
、
雇
用
契
約
に
お
い
て
は
、
企
業
H
危

険
中
立
的
、
被
雇
周
者
H
危
険
回
避
的
と
す
る
仮
定
は
妥
当
で
あ

ろ
う
が
、
以
下
で
の
議
論
で
、
雇
用
契
約
に
お
け
る
企
業
（
雇
用

者
）
と
同
じ
役
割
を
演
ず
る
買
手
の
み
が
、
危
険
中
立
的
で
あ
る

と
仮
定
す
べ
き
先
験
的
な
理
由
は
何
も
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
以

下
で
は
、
買
手
・
売
手
が
と
も
に
、
危
険
中
立
的
、
危
険
回
避
的

の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
よ
い
こ
と
に
す
る
。

　
第
二
節
で
は
、
本
稿
で
用
い
る
仮
定
・
定
義
に
つ
い
て
述
べ
、

第
三
節
で
は
、
最
適
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
し
、
第
四
節
で

は
売
手
に
対
し
て
保
証
さ
れ
る
期
待
効
用
の
水
準
が
変
化
し
た
場

合
に
、
最
適
契
約
に
お
け
る
契
約
価
格
、
契
約
数
量
は
ど
の
よ
う

に
変
化
す
る
か
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
第
五
節
で
は
、
売
手
・
買

手
の
契
約
が
両
当
事
者
間
の
交
渉
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
場
合
に
つ

い
て
の
分
析
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。

二
　
分
析
の
枠
組

　
買
手
・
売
手
は
、
将
来
の
自
然
の
状
態
に
関
し
て
不
確
実
な
状

況
下
で
契
約
を
結
ぷ
も
の
と
す
る
。
買
手
・
売
手
は
、
将
来
の
自

然
の
状
態
に
関
し
て
共
通
の
確
率
的
知
識
を
も
ち
、
か
つ
買
手
は

売
手
の
効
用
関
数
を
知
っ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

　
こ
こ
で
は
、
自
然
の
状
態
∫
の
集
合
を
8
と
し
、

　
　
吻
…
τ
一
…
［
〇
一
H
］

と
す
る
。
そ
し
て
、
買
手
・
売
手
は
自
然
の
状
態
の
集
合
8
の
上

で
、
共
通
の
確
率
密
度
其
防
）
を
も
つ
が
、
そ
れ
に
関
し
て
、

（
H
）
　
司
（
｝
）
V
〇
一
く
■
＾
［
〇
一
H
］
．

と
仮
定
す
る
。

　
買
手
は
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
売
手
に
対
し

て
価
樒
と
数
量
に
関
す
る
契
約
を
提
示
す
る
が
、
そ
の
契
約
に
は
、

自
然
の
状
態
8
に
依
存
さ
せ
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
に

わ
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
契
約
価
格
と
契
約
数
量
を
と
も
に
、
自
然

の
状
態
∫
に
依
存
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
契
約
を
Q
Q
（
。
）
ら
（
｝
）
）
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と
表
わ
す
と
、
こ
の
契
約
は
す
べ
て
の
状
態
∫
に
対
し
て
、
∫
と

い
う
事
象
が
起
っ
た
と
き
、
売
手
は
、
価
椿
忘
（
吻
）
で
数
量
岨
（
臼
）

を
買
手
に
対
し
て
供
給
す
る
こ
と
を
事
前
に
取
り
決
め
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
自
然
の
状
態
に
依
存
し
な
い
契
約
と
は
、
そ
れ
を

Q
（
§
自
）
と
表
わ
す
と
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
自
然
の
状
態
が
生

起
し
て
も
、
そ
れ
に
は
関
係
な
く
、
一
定
の
価
椿
ρ
で
一
定
の
数

量
q
を
売
手
が
供
給
す
る
こ
と
を
事
前
に
取
り
決
め
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
組
合
せ
的
に
は
、
Q
（
×
－
）
二
（
臼
）
）
一
Q
（
×
吻
）
一
邊
）
一

Q
（
§
自
（
－
）
）
も
（
掌
円
）
と
い
う
四
つ
の
契
約
の
形
態
が
考
え
ら
れ

る
が
、
本
稿
で
は
、
Q
（
艮
吻
）
二
（
｝
）
）
と
い
う
契
約
形
態
の
み
を

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
次
に
、
買
手
が
生
産
・
販
売
す
る
財
の
価
格
さ
（
軸
）
は
状
態
∫

に
依
存
す
る
が
、
一
般
性
を
失
う
こ
と
な
し
に
、
す
ぺ
て
の
軸
と

蛎
に
対
し
て
、

（
心
）
　
嘗
（
ξ
）
V
嘗
（
畠
）
一

ξ
V
ξ

　
以
下
で
は
、
買
手
の
生
産
関
数
に
つ
い
て
、
二
つ
の
場
合
を
考

察
す
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
買
手
は
、
売
手
か
ら
供
給

さ
れ
る
財
と
資
本
お
よ
ぴ
労
働
を
用
い
て
生
産
を
行
な
う
が
、
第

一
の
ケ
ー
ス
で
は
、
労
働
は
短
期
的
に
は
固
定
し
た
生
産
要
索
で

買
手
は
契
約
を
縞
ぷ
場
合
の
決
定
変
数
と
み
な
い
場
合
を
考
え
る
。

そ
し
て
買
手
は
事
前
に
資
本
を
競
争
的
市
場
か
ら
状
態
∫
に
依
存

せ
ず
一
定
価
格
・
丑
で
購
入
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
状

態
∫
で
の
契
約
数
量
と
資
本
ス
ト
ヅ
ク
を
そ
れ
ぞ
れ
、
邊
（
｝
）
一
肉

と
し
、
買
手
の
生
産
関
数
を
F
と
す
る
と
、
買
手
の
産
出
量
め
（
｝
）

は
、
め
（
軸
）
”
、
（
邊
（
－
）
一
宍
）
と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
で
、
買
手
か
ら
供
給
さ
れ
る
財
と
資
本
と
は
完
全
に
補
完

的
で
あ
る
こ
と
を
仮
定
し
、
ま
た
F
に
関
し
て
通
常
の
次
の
よ
う

な
仮
定
を
お
く
。

（
ω
）
　
肉
“
潔
蔑
【
国
一

　
勺
貫
V
o
－

句
｛
、
肉
V
〇
一
、
o
e
司
｛
肉
く
o
－
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と
仮
定
し
う
る
。
つ
ま
り
状
態
∫
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
、
買
手
が

供
給
す
る
財
の
市
場
で
は
、
よ
り
高
い
競
争
価
樒
が
成
立
す
る
も

の
と
す
る
。

　
こ
こ
で
、
♪
H
①
ミ
①
S
き
o
1
1
①
出
ミ
①
㌦
等
で
あ
る
。

　
次
に
第
二
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
費
本
は
、
短
期
的
に
は
固
定
的

な
生
産
要
素
で
あ
る
と
し
、
買
手
は
そ
れ
を
契
約
を
結
ぷ
場
合
の



（6ア）競争的企業間における長期契約について

決
定
変
数
と
み
な
い
場
合
を
考
え
る
。
そ
し
て
買
手
は
、
事
前
に

　
　
　
、
　
　
、

状
態
∫
ご
と
に
競
争
的
な
労
働
市
揚
か
ら
一
定
価
楕
ω
で
労
働
を

ト
（
・
）
だ
け
購
入
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
の
買
手
の
産

出
量
は
、
の
（
匂
）
1
－
、
（
邊
（
軸
）
し
（
o
）
）
と
表
わ
せ
る
。
こ
の
場
合
に

も
ア
に
関
し
て
㈹
と
同
様
の
仮
定
を
お
く
。
す
な
わ
ち
、

（
ω
）
、
　
、
一
轟
蔑
【
国
．

　
さ
■
V
o
‘

さ
一
、
■
〉
〇
一
弓
o
e
句
■
■
〈
〇
一

で
あ
る
。

　
第
一
の
ケ
i
ス
で
は
、
買
手
は
資
本
を
状
態
に
依
存
せ
ず
購
入

す
る
の
に
対
し
て
、
第
二
の
ケ
ー
ス
で
は
、
労
働
を
状
態
に
依
存

し
て
購
入
す
る
点
で
二
つ
の
ケ
ー
ス
は
異
な
る
。
以
下
で
は
倒
の

生
産
関
数
を
用
い
る
と
き
の
契
約
を
ケ
ー
ス
ー
、
帥
の
そ
れ
を
用

い
る
と
き
の
契
約
を
ケ
ー
ス
■
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
ケ
ー
ス
ー
、
皿
の
状
態
“
に
お
け
る
買
手
の
利
潤
呉
b
）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
よ
う
に
書
け
る
。

（
全
）

§
（
b
）
u
曽
（
｝
）
句
（
心
（
－
）
一
氏
）
－
お
（
匂
）
邊
（
匂
）
－
｛
宍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
－
メ
H
）
．

（
阜
）
、

喜
（
臼
）
n
§
（
臼
）
句
（
邊
（
臼
）
一
ト
（
｝
）
）
1
㎏
（
吻
）
由
（
－
）

　
　
1
亭
（
｝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
1
X
■
）
．

さ
ら
に
買
手
の
効
用
関
数
を
θ
と
し
て
、

（
い
）
　
Ω
、
（
s
（
吻
）
）
V
〇
一
Q
、
、
（
§
（
｝
）
）
＾
o
l

と
す
る
。
こ
こ
で
、
Q
，
1
1
軋
ミ
ま
一
Ω
、
、
＾
』
帖
ミ
夢
岨
で
あ
る
。
つ
ま

り
買
手
の
利
潤
の
隈
界
効
用
は
正
で
、
か
つ
そ
れ
は
利
潤
の
増
加

と
と
も
に
増
加
は
し
な
い
・

　
簡
単
化
の
た
め
に
、
売
手
は
生
産
要
素
と
し
て
労
働
の
み
を
用

い
て
生
産
を
行
な
い
、
労
働
の
購
入
に
関
し
て
は
、
ケ
ー
ス
皿
の

買
手
の
生
産
関
数
の
労
働
と
同
様
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
に
す
る
。

そ
こ
で
売
手
の
生
産
関
係
を
φ
と
し
、
ま
た
売
手
の
労
働
投
入
量

を
－
（
軸
）
と
す
る
と
萬
（
o
）
H
呉
－
（
｝
）
）
と
表
わ
せ
る
。
こ
こ
で

息
、
V
o
も
、
、
〈
o
を
仮
定
し
、
－
（
｝
）
1
1
息
．
、
（
邊
（
明
）
）
…
、
（
邊
（
－
）
）
と
関

数
∫
を
定
義
す
る
と
、

　
　
（
ひ
）
　
＼
、
〉
〇
一
、
、
、
V
o
．

と
な
る
。
こ
の
と
き
、
売
手
の
利
潤
僅
（
吻
）
は
、
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（
N
）

唱
（
軸
）
H
唱
（
防
）
自
（
防
）
ー
ミ
（
向
（
｝
）
）
一

と
表
わ
せ
る
。
二
こ
で
ω
は
賃
金
率
で
あ
る
。

　
ま
た
、
売
手
の
効
用
関
数
を
σ
で
表
わ
し
、

（
o
。
）

q
，
V
〇
一
q
、
、
1
〈
o
．

と
す
る
。

　
以
上
の
準
備
に
も
と
づ
く
と
、
ケ
ー
ス
ー
、
■
に
お
け
る
買
手

の
契
約
（
×
｝
）
二
（
｝
）
）
に
対
す
る
期
待
効
用
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ω
、

4
に
よ
っ
て
、

（
o
）

（
o
）
、

畳
一
き
一
一
一
－
ト
一
・
一
誉
一
き
ε
き

　
　
　
　
　
　
1
埴
（
』
）
畠
（
｝
）
1
｛
内
］
司
（
吻
）
邑
砧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
ー
メ
ー
）
－

曼
一
き
一
一
一
∴
、
書
一
青
春
一
・
碁
一
一

　
　
　
　
　
　
1
お
（
吻
）
自
（
－
）
1
ε
卜
（
｝
）
］
司
（
｝
）
夢

（
、
ー
メ
ー
）
．

と
表
わ
せ
る
。
こ
こ
で
亙
は
期
待
値
の
オ
ペ
レ
ー
タ
で
、
期
待
値

は
状
態
変
数
∫
に
関
し
て
と
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
売
手
の
契
約
（
×
吻
）
；
（
｝
）
）
に
対
す
る
期
待
効
用
は
、

ω
か
ら
、
次
の
よ
う
に
表
わ
せ
る
。

（
旨
）

畳
書
一
一
一
－
ト
、
ξ
§
一
一
）

　
　
　
　
　
　
ー
ミ
（
向
（
｝
）
）
］
司
（
｝
）
亀
㎏
1

　
以
下
で
い
う
最
適
契
約
（
お
（
吻
）
二
（
吻
）
）
と
は
、
形
式
的
に
は
、

次
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

（
H
H
）

冒
顯
串
肉
［
Ω
（
曽
（
｝
）
］
一
彗
互
o
9
ざ
b
□
q
（
畦
（
㎏
）
）
］
1
1
富
、
・

こ
こ
で
、
、
仙
は
売
手
が
買
手
と
契
約
を
結
ぷ
以
外
の
代
替
的
方
法

（
競
争
的
市
場
へ
財
の
供
給
を
行
な
う
か
他
の
買
手
と
契
約
を
結

ぷ
）
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
最
大
の
利
潤
の
期
待
効
用
を
示
す
。

　
加
は
、
ケ
ー
ス
ー
、
ケ
ー
ス
n
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
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（
旨
）

（
曽
）
、

　
昌
串
＊
　
b
［
Q
（
§
（
吻
）
）
］
㌦
邑
〕
甘
g
“
o

宅
（
由
）
畠
（
由
）
一
肉

　
　
　
白
［
q
（
僅
（
臼
）
）
］
H
§
！

　
目
閏
〆
　
■
［
Q
（
鳶
（
｝
）
）
］
一
彗
σ
盲
g
ぎ

も
（
由
〕
忌
（
由
）
’
■
（
由
）

　
　
　
　
b
□
q
（
畦
（
｝
）
）
］
1
1
§
！

と
い
う
最
適
間
題
に
な
る
。

　
　
　
三
　
最
適
契
約
の
内
容
と
性
格

　
〈
ケ
ー
ス
ー
〉

　
こ
こ
で
は
、
前
節
の
最
適
問
題
⑫
の
必
要
条
件
か
ら
ケ
ー
ス
ー

の
場
合
の
最
適
契
約
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
λ
を
最
適
問
題
胸
の
制
約
に
関
す
る
乗
数
と
す
る
と
、
ω
式
の

仮
定
司
（
｝
）
V
o
く
－
を
用
い
る
と
オ
イ
ラ
ー
の
定
理
に
よ
り
、
最

大
の
た
め
の
必
要
条
件
は
次
の
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
ご
）

（
↑
杜
）

Q
、
（
・
）
”
㌧
q
、
（
・
）
一
＜
臼
m
［
o
し
］
．

Q
、
（
・
）
［
誉
（
｝
）
、
喧
（
内
（
吻
）
一
宍
）
1
お
（
－
）
］

十
㌧
q
、
（
．
）
［
、
（
｝
）
ー
ミ
（
心
（
臼
）
）
H
＜
｝
＾
［
o
二
］
．

（
ご
）
　
b
〔
Q
、
（
・
）
［
誉
（
ら
）
、
宍
（
心
（
臼
）
一
肉
）
1
凸
〕
”
9

　
こ
こ
で
乗
数
λ
は
、
状
態
∫
に
依
存
し
な
い
定
数
で
、

お
よ
び
㈹
か
ら
正
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
㈹
と
ω
か
ら
、
次
の
式
が
得
ら
れ
る
。

（
宗
）

5
と
8

き
（
吻
）
、
由
（
唱
（
o
）
し
0
H
ミ
、
（
由
（
－
）
）
一
＜
－
m
［
o
二
］
．

㈹
式
は
、
す
べ
て
の
状
態
∫
で
の
買
手
・
売
手
の
結
合
利
潤
§
（
－
）

十
s
（
－
）
が
最
大
と
な
る
よ
う
に
、
最
適
契
約
数
量
邊
（
軸
）
が
決
定

さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
形
式
的
に
は
、
㈲
と
㈹
と
か
ら
、
最
適
契
約
数
量
自
（
臼
）
と
最

適
資
本
ス
ト
ヅ
ク
x
が
決
ま
り
、
こ
の
結
果
と
㈹
式
と
か
ら
最
適

契
約
価
格
お
（
－
）
が
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
㈲
式
を
用
い
て
、
最
適
資
本
ス
ト
ツ
ク
の
性
質
に
つ
い

て
調
べ
て
お
こ
う
。
㈲
式
を
変
形
す
る
と
、

（
H
N
）

と
な
る
。

b
（
誉
、
㌧
1
1
｛
－
8
く
（
Ω
、
ら
、
一
肉
）
㌔
b
（
Q
、
）
．

こ
こ
で
o
o
く
（
ト
ペ
）

は
確
率
変
数
x
と
γ
と
の
共
分
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散
を
示
す
。
㈹
お
よ
ぴ
後
出
の
㈹
の
第
一
式
か
ら
、
亀
、
、
象
帆
o

（
ポ
が
O
の
と
き
等
号
が
成
立
）
で
あ
り
、
ま
た
②
、
㈲
お
よ
び
後
出

㈱
か
ら
魯
ら
辻
夢
V
o
で
あ
る
か
ら
、
㈹
の
右
辺
の
8
く
（
．
一
．
）

は
、
非
正
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
買
手
が
危
険
回
避
的
で
あ
れ
ば
、

買
手
は
期
待
費
用
を
最
小
化
す
る
場
合
よ
り
も
少
な
い
資
本
ス
ト

ッ
ク
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
（
∪
し
F
｝
O
－
艘
彗
m
彗
ロ
ミ
ひ
］
）
。

　
次
に
㈱
と
㈹
を
用
い
て
、
最
適
契
約
（
艮
o
）
二
（
吻
）
）
の
性
質
を

調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
㈹
は
す
べ
て
の
∫
に
つ
い
て

成
立
す
る
か
ら
、

葛
　
町
（
臼
）
”
1
嘗
、
o
、
（
、
竃
ー
ミ
、
、
）
一
＜
吻
m
［
o
㌧
］
・

と
な
る
。
こ
こ
で
町
（
｝
）
…
鳶
㌔
象
等
で
あ
る
。
前
節
の
買
手
．
売

手
の
生
産
関
数
に
関
す
る
仮
定
お
よ
び
ω
か
ら
官
（
㎏
）
V
o
で
あ

る
の
で
、
甘
（
吻
）
V
o
・
＜
二
□
o
二
］
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
状
態

∫
が
好
ま
し
く
な
る
ほ
ど
、
契
約
数
量
は
大
き
く
な
る
こ
と
に
な

る
。　
次
に
㈹
の
両
辺
を
∫
で
徴
分
し
、
買
手
と
売
手
の
絶
対
回
避
度

を
そ
れ
ぞ
れ
μ
、
仰
（
書
H
l
Q
、
、
有
、
一
言
”
1
q
、
、
ミ
、
）
と
書
き
、

㈹
を
用
い
る
と
買
予
・
売
手
の
状
態
s
の
変
化
に
と
も
な
う
利
潤

増
加
率
・
吻
、

（
ε
）

ψ
は
、

ぎ
（
o
）
1
1
首
（
助
）
句
（
邊
（
防
）
一
肉
）
、
q
（
唱
（
｝
）
）

　
　
㌔
（
書
（
§
（
｝
）
）
十
、
q
（
畦
（
軸
）
）
）
一

畠
（
｝
）
H
官
（
吻
）
、
（
南
（
軸
）
一
宍
）
書
（
s
－
（
｝
）
）

　
　
㌔
（
書
（
§
（
｝
）
）
十
、
q
（
史
（
防
）
）
）
・

と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈹
式
は
、
買
手
が
危
険
中
立
的
（
書
1
1
o
）
で
か
つ
売
手
が
危

険
回
避
的
（
言
V
o
）
で
あ
れ
ぱ
、
最
適
契
約
の
も
と
で
は
、
売

手
の
利
潤
は
状
態
∫
に
依
存
せ
ず
一
定
（
㈹
の
第
2
式
の
右
辺
が

0
）
と
な
り
、
買
手
の
利
潤
は
～
（
｝
）
n
嘗
（
肪
）
、
（
邊
（
㎏
）
一
肉
）
に
し

た
が
っ
て
、
好
ま
し
い
状
態
ほ
ど
高
く
な
る
よ
う
な
契
約
が
結
ば

＾
2
〕

れ
る
。

　
逆
に
、
買
手
1
1
危
険
回
避
的
、
売
手
H
危
険
中
立
的
で
あ
れ
ぱ
、

買
手
の
利
潤
は
状
態
∫
に
依
存
せ
ず
一
定
で
あ
り
、
売
手
の
利
潤

は
魁
（
｝
）
1
1
官
（
o
）
向
（
邊
（
o
）
一
内
）
に
し
た
が
っ
て
、
好
ま
し
い
状
態

ほ
ど
高
く
な
る
よ
う
な
契
約
が
縞
ぱ
れ
る
。
ま
た
両
者
が
と
も
に

危
険
回
避
的
で
あ
れ
ば
、
両
者
の
利
潤
は
状
態
3
が
好
ま
し
い
ほ

ど
高
く
な
る
よ
う
な
契
約
が
結
ぱ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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以
上
の
こ
と
は
、
買
手
、
売
手
の
い
ず
れ
か
が
危
険
中
立
的
で

あ
り
、
ま
た
他
が
危
険
回
避
的
で
あ
れ
ぱ
、
最
適
契
約
に
お
い
て

は
、
前
者
が
不
確
実
性
に
と
も
な
う
リ
ス
ク
を
す
べ
て
負
担
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
両
者
が
と
も
に
危
険
回
避
的
で
あ
る

な
ら
、
両
者
は
㈹
に
し
た
が
っ
て
リ
ス
ク
分
担
を
行
な
う
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
買
手
は
、
q
、
（
書
十
、
q
）
の

割
含
で
、
ま
た
売
手
は
書
、
（
言
十
、
巳
の
割
合
で
リ
ス
ク
を
分

担
す
る
。

　
次
に
、
買
手
．
売
手
の
そ
れ
ぞ
れ
の
効
用
関
数
が
変
わ
り
、
危

険
回
避
度
が
変
化
す
る
場
合
、
個
式
が
ど
う
変
化
す
る
か
を
調
べ

て
お
こ
う
。
肉
・
－
・
＞
箒
o
峯
口
o
刈
o
－
－
考
．
勺
H
9
津
口
o
α
阜
u

に
し
た
が
づ
て
、
、
o
。
（
s
）
1
1
1
Q
、
、
－
（
s
）
這
－
、
（
冒
）
〉
、
㊦
問
（
s
）
1
I

l
s
、
、
（
亀
）
㌔
＄
、
（
亀
）
・
＜
亀
で
あ
れ
ば
、
買
手
の
危
険
回
避
度
は
、

効
用
関
数
的
に
お
け
る
よ
り
も
、
の
に
お
け
る
方
が
高
い
と
し
よ

う
。
売
手
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
ケ
ー
ス
ー
に
関
し
て
は
、
危
険
回
避
度
の
変
化
の
影
響
を
一
艇

．
的
な
型
で
吟
味
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
特
定
の

場
合
に
眼
定
し
て
そ
れ
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
買
手
．
売
手
の
危
険
回
避
度
の
変
化
が
、
最
適
資
本
ス
ト
ヅ
ク

に
与
え
る
影
響
を
小
さ
く
、
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
揚

合
に
は
、
㈹
か
ら
最
適
契
約
数
量
は
買
手
・
売
手
の
効
用
関
数
の

形
か
ら
独
立
に
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
想
定
を
し
た
場
合
に

は
、
買
手
の
状
態
∫
に
お
け
る
産
出
量
句
（
邊
（
㎏
）
し
o
は
、
効
用

関
数
の
型
に
依
存
し
な
い
で
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
㈹
式

か
ら
、
一
方
側
の
利
潤
の
状
態
∫
に
関
す
る
増
加
率
は
、
自
分
の

危
険
回
避
度
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
小
さ
く
な
り
、
ま
た
他
方
の
側

の
危
険
回
避
度
が
犬
き
く
な
る
ほ
ど
大
き
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
一
方
側
の
危
険
回
避
度
が
犬
き
く
な
れ
ば
、
そ
れ
は
、

そ
れ
自
身
の
状
態
ご
と
で
の
利
潤
の
変
動
が
よ
り
小
さ
く
な
る
契

約
を
ま
た
他
方
の
そ
れ
が
よ
り
大
き
く
な
る
契
約
を
選
好
す
る
よ

う
に
な
る
。

　
以
上
の
結
果
を
命
題
の
型
で
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
命
題
ー
　
ケ
ー
ス
ー
の
最
適
契
約
に
お
い
て
は
、

　
○
　
す
ぺ
て
の
状
態
∫
に
お
い
て
、
契
約
数
量
は
、
買
手
と
売

手
の
結
合
利
潤
を
最
大
に
す
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
。

　
⇔
　
状
態
、
こ
と
の
契
約
数
量
は
、
買
手
が
外
部
の
市
場
に
供
給

す
る
財
の
価
格
の
上
昇
と
と
も
に
増
加
す
る
。

　
⇔
　
買
手
が
危
険
回
避
的
で
あ
れ
ぱ
、
買
手
は
期
待
費
用
を
最

小
化
す
る
場
合
よ
り
も
少
な
い
資
本
ス
ト
ヅ
ク
を
用
い
る
。

　
㈲
　
一
方
が
危
険
中
立
的
で
あ
り
他
方
が
危
険
回
避
的
で
あ
れ
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ぱ
、
前
者
は
後
者
に
対
し
て
、
自
然
の
状
態
に
依
存
し
な
い
一
定

額
の
利
潤
を
保
証
す
る
。
買
手
・
売
手
が
、
と
も
に
危
険
月
避
的

で
あ
れ
ぱ
、
そ
れ
ぞ
れ
は
、
絶
対
危
険
回
避
度
の
相
対
比
率
（
青
一

（
、
o
＋
も
q
）
）
お
よ
び
、
込
（
も
o
＋
、
q
）
に
し
た
が
っ
て
、
リ
ス
ク

の
分
担
を
行
な
う
。

　
倒
　
最
適
資
本
ス
ト
ヅ
ク
が
、
買
手
・
売
手
の
効
用
関
数
の
型

に
依
存
す
る
度
合
が
小
さ
い
と
き
、
一
方
の
側
の
絶
対
危
険
回
避

度
が
大
き
く
な
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
自
身
の
状
態
ご
と
の
利
潤
の

変
動
が
小
さ
く
な
る
契
約
を
ま
た
他
方
の
そ
れ
が
よ
り
大
き
く
な

る
よ
う
な
契
約
を
選
好
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
〈
ケ
ー
ス
■
〉

　
ケ
ー
ス
n
は
、
1
と
ほ
と
ん
ど
パ
ラ
レ
ル
に
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
る
。
最
適
間
魎
似
の
必
要
条
件
を
若
千
変
形
す
る
と
、

（
8
）

Q
、
”
㌧
q
、
一
く
ぎ

嘗
勺
由
－
ξ
、
1
1
〇
一
＜
p

§
－
“
l
s
“
o
－
＜
吻
・

　
帥
は
、
第
3
式
を
除
い
て
、
ケ
ー
ス
ー
の
必
要
条
件
㈹
と
㈹
と

同
じ
に
な
る
。
帥
の
第
二
、
三
式
は
契
約
数
量
及
ぴ
最
適
労
働
投

入
量
は
、
状
態
∫
、
こ
と
の
買
手
・
売
手
の
結
合
利
潤
を
最
大
に
す

る
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
二
つ

の
式
の
両
辺
を
∫
で
微
分
し
て
み
る
と
、
買
手
・
売
手
の
生
産
関

数
に
関
す
る
仮
定
鮒
と
㈹
お
よ
び
②
の
官
（
・
）
V
o
か
ら
、
容
易

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
鳶
㌔
貴
軋
ミ
夢
V
o
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

ケ
ー
ス
皿
の
最
適
契
約
で
は
、
契
約
数
量
も
買
手
の
労
働
投
入
量

も
、
好
ま
し
い
状
態
ほ
ど
大
き
く
な
る
。

　
ま
た
偉
①
の
第
一
式
の
両
辺
を
8
で
徴
分
し
て
、
第
二
、
三
式
を

用
い
る
と
、
買
手
・
売
手
の
状
態
、
こ
と
の
利
潤
の
変
動
を
示
す

式
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
式
は
㈹
式
の
刎
の
代
り
に
物
を
ま
た

、
（
由
（
吻
）
一
氏
）
の
代
り
に
句
（
自
（
臼
）
し
（
吻
）
）
と
お
き
か
え
た
も
の

に
等
し
い
。
ケ
ー
ス
n
に
お
い
て
は
、
由
（
邑
）
し
（
軸
）
は
、
買
手
．
売

手
の
効
用
関
数
の
型
に
依
存
せ
ず
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
す

る
と
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
命
題
が
成
立
す
る
。

　
命
題
2
　
ケ
ー
ス
■
の
最
適
契
約
に
お
い
て
は
、

　
○
す
べ
て
の
状
態
∫
に
お
い
て
、
契
約
数
量
お
よ
ぴ
買
手
の
労

働
の
雇
用
量
は
、
買
手
と
売
手
の
結
合
利
潤
を
最
大
に
す
る
よ
う

に
決
定
さ
れ
る
。

　
⇔
　
契
約
数
量
お
よ
ぴ
買
手
の
労
働
の
投
入
量
は
、
買
手
が
外

部
の
市
場
に
供
給
す
る
財
の
価
樒
と
と
も
に
上
昇
す
る
。
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（73）競争的企業間における長期契約について

（四）（三）

命
題
1
の
㈲
は
、

．
命
魎
1
の
㈲
は
、

ケ
ー
ス
■
に
お
い
て
も
成
立
す
る
。

隈
定
な
し
に
成
立
す
る
。

最
適
契
約
と
売
手
に
保
証
さ
れ
る

期
待
効
用
の
変
化

　
前
節
に
お
け
る
最
適
契
約
で
は
、
買
手
が
売
手
に
対
し
て
保
証

す
る
期
待
効
用
の
水
準
が
与
え
ら
れ
れ
ば
契
約
の
内
容
（
×
軸
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

向
（
－
）
）
は
一
意
的
に
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
保
障
さ
れ
る
期
待
効
用

の
水
準
が
変
化
す
れ
ば
、
当
然
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
契
約
の
内
容

も
変
化
す
る
。
い
い
か
え
れ
ぱ
、
こ
の
保
証
さ
れ
た
期
待
効
用
の

水
準
、
刎
が
、
パ
レ
ー
ト
最
適
曲
線
上
の
買
手
・
売
手
の
期
待
効
用

の
位
置
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
売
手
に
保
証
さ
れ
た
期
待
効
用
、
批
は
、
売
手
が
特
定
の
買
手
に

依
存
す
る
程
度
が
低
く
な
る
ほ
ど
大
き
く
な
る
。
例
え
ぱ
、
売
手

が
取
引
費
用
の
安
く
て
す
む
取
引
相
手
を
見
出
す
こ
と
が
容
易
に

な
る
ほ
ど
、
そ
の
期
待
効
用
の
水
準
は
高
く
な
る
。

　
こ
の
節
で
は
、
な
ん
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
こ
の
保
陣
さ
れ
た

効
用
水
準
、
砒
が
変
化
し
た
場
合
に
契
約
の
内
容
（
x
｝
）
二
（
｝
）
）
が

ど
う
変
化
す
る
か
を
ケ
ー
ス
ー
と
ケ
ー
ス
n
に
分
け
て
考
察
す
る
。

　
が
が
高
く
な
れ
ば
、
前
節
で
用
い
た
乗
数
λ
す
な
わ
ち
保
証
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

れ
た
期
待
効
用
の
シ
ャ
ド
ウ
・
プ
ラ
イ
ス
が
高
く
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
λ
の
変
化
が
最
適
契
約
に
お
け
る
契
約
価
格
・
数
量
、
資

本
ス
ト
ヅ
ク
に
与
え
る
影
響
を
調
べ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

　
前
節
の
ケ
ー
ス
ー
の
最
適
契
約
を
決
定
す
る
方
程
式
㈹
、
ω
、

㈹
を
改
め
て
書
い
て
お
く
と
、

（
胃
）

（
§
）

（
8
）

Q
、
（
き
（
－
し
）
）
n
㌧
q
、
（
嘆
（
｝
し
）
）
．

ミ
（
｝
）
向
o
（
喧
（
臼
し
）
一
宍
（
㌧
）
）
H
ミ
、
（
由
（
明
し
）
）
－

b
［
Ω
、
（
§
（
臼
し
）
）
一
凄
（
由
）
匂
肉
（
邊
（
o
し
）
一
宍
（
㌧
）
）
ー
ユ
］

1
1
〇
一

と
な
る
。
㈹
、
㈱
、
㈹
式
と
帥
、
鯛
、
㈱
と
の
差
異
は
、
後
三
者

は
契
約
価
格
等
が
、
バ
ラ
メ
タ
ー
で
あ
る
乗
数
λ
に
も
依
存
し
て

い
る
こ
と
を
明
示
的
に
表
わ
し
て
い
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
剛
、

㈱
の
§
（
－
し
）
ら
（
－
し
）
は
、
ω
、
㈹
式
の
そ
れ
ぞ
れ
の
（
勺
（
』
∀

由
（
吻
）
一
肉
）
の
代
り
に
（
も
（
屹
し
）
ら
（
軸
し
）
一
氏
（
㌧
）
）
を
い
れ
た
も

の
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
酬
、
鯛
、
㈱
を
λ
で
偏
微
分
し
て
、

書
H
l
Ω
、
、
ミ
、
毛
q
u
I
q
、
、
㌔
q
、
と
書
く
こ
と
に
す
る
と
、
次
の

3
つ
の
式
が
得
ら
れ
る
。
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一橘論叢 第八十七巻 第三号　（74）

（
寒
）

（
8
）

（
8
）

8
（
｝
し
）
㌔
豊
1
1
1
（
創
迅
§
）
（
害
弓
o
辻
」
〇
一
＜
字

ぎ
（
由
し
）
、
s
“
（
創
肉
、
§
）
［
民
書
、
、
1
告
－
肉
貫
㌔
昌
ぎ

　
　
　
　
　
　
十
H
、
、
“
＜
－
1

l
b
［
Q
、
、
曳
邊
（
①
お
（
p
㌧
）
奇
㌧
）
］
十
邑
［
（
Q
、
、
㌧
■

十
誉
Q
、
弓
さ
）
（
暑
（
－
し
）
㌔
豊
）
］
十
由
［
（
Q
、
、
■
旧

十
曽
Q
、
、
肉
む
（
包
肉
亙
㌧
）
］
…
o
．

　
こ
こ
で
、
㌧
H
埴
－
、
喧
－
お
掌
b
“
忘
－
弓
肉
－
戸
、
u
、
亀
十
、
S
｝
1
1

誉
、
s
ー
ミ
、
、
で
あ
る
。
幽
、
鯛
を
㈱
に
代
入
し
て
、
整
理
す
る
と

（
ミ
）

（
～
き
§
）
一
邑
［
、
q
Ω
、
、
民
由
言
］
十
肉
［
Ω
、
［
曽
固
（
、
申
肉
句
塞

1
（
、
由
む
旧
）
1
§
弓
肉
肉
㍉
、
、
］
㌔
昌
一
H
b
［
Ω
、
、
臭
音
］

と
な
る
。
帥
の
左
辺
の
一
　
一
の
中
は
、
Q
、
、
〈
o
お
よ
ぴ
生
産
関

数
に
関
す
る
㈹
、
㈹
の
仮
定
か
ら
負
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

包
き
§
の
符
号
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
轟
）

品
■
（
』
肉
㌔
§
）
1
1
1
㌧
、
－
向
□
Q
、
、
9
－
、
肉
－
軋
）

　
　
　
　
　
、
（
、
o
＋
、
q
）
］
一
㌧
V
〇
一

　
（
包
送
§
）
の
符
号
に
関
し
て
は
次
の
命
題
が
成
立
す
る
。

　
命
題
3
　
ケ
ー
ス
ー
に
お
い
て
は
、

　
H
買
手
・
売
手
の
い
ず
れ
か
が
、
危
険
中
立
的
で
あ
る
か
、

買
手
・
売
手
の
絶
対
回
避
度
が
と
も
に
利
澗
の
水
準
に
依
存
せ
ず

一
定
で
あ
れ
ば
、
包
き
§
H
o
で
あ
る
。

　
H
　
買
手
・
売
手
が
と
も
に
危
険
回
避
的
で
、
買
手
の
危
険
回

避
度
が
利
潤
の
増
加
と
と
も
に
滅
少
す
る
（
急
o
，
8
ω
ぎ
o
q
き
m
o
巨
．

註
ユ
穿
里
き
轟
－
o
目
）
な
ら
、
匙
宍
㌔
覧
く
o
で
あ
る
。

　
（
証
明
）

　
o
　
㈱
式
の
右
辺
は
、
書
…
－
Q
、
、
ミ
、
を
用
い
る
と
、
肉
［
Q
、

（
嘗
、
肉
1
｛
）
書
㌔
（
書
十
、
q
）
］
と
も
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
買
手
が

危
険
中
立
的
で
あ
れ
ぱ
、
奮
（
§
（
｝
）
）
1
l
〇
一
＜
｝
で
あ
る
か
ら
、
明

ら
か
に
右
の
期
待
値
は
ゼ
ロ
に
な
る
。
ま
た
売
手
が
危
険
中
立
的

で
あ
る
か
、
買
手
・
売
手
の
そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
回
避
度
が
一
定
の

と
き
は
、
㈲
式
か
ら
、
右
の
期
待
値
は
ぜ
口
に
な
る
。

　
⇔
　
㈲
と
関
数
（
誉
勺
肉
1
｛
）
が
∫
の
増
加
関
数
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
曽
肉
肉
1
“
n
o
を
み
た
す
票
（
o
㌧
）
が
存
在
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
§
弓
肉
－
流
…
o
鶉
軸
州
吻
と
な
る
。
そ
こ
で
買
手
の

滅
少
絶
対
危
険
回
避
度
性
を
用
い
る
と
＞
・
ω
菖
旨
昌
o
［
岩
戸

電
．
3
l
s
］
同
じ
方
法
で
、
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（75）競争的企繋間における長期契約について

（
s
）

Q
、
、
（
き
（
㎏
）
）
（
暮
、
邑
1
｛
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

書
（
§
（
防
）
）
十
、
貝
（
博
（
吻
）
）
ー

　
ミ
（
§
（
㎞
）
）
Q
、
（
§
（
－
）
）
（
…
♪
－
軌
）

書
（
§
（
｝
）
）
十
、
q
（
噌
（
－
）
）

＜
－
一

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
、
o
（
§
（
㎏
）
）
H
，
9
，
q
H
，
q
（
噌
（
臼
）
）
一

書
（
営
（
り
）
）
H
｝
と
略
記
し
、
Q
，
1
1
㌧
q
、
で
あ
る
か
ら
、

　
州
…
Q
、
、
（
曽
勺
肉
－
軋
）
㌔
（
書
十
、
q
）
～
H
1
『
（
曽
、
肉
－
｛
）
書
㌔
（
ξ
十

、
q
）
と
ξ
を
定
義
す
る
と
㈲
は
、
宍
H
＋
｝
言
亀
）
巾
w
9
＜
｝
と
な

る
。
㌧
（
H
＋
、
之
書
）
V
o
で
あ
る
か
ら
、
州
W
〇
一
く
－
と
な
る
が
、

㈱
は
一
8
以
外
の
∫
に
対
し
て
厳
密
な
不
等
号
で
成
立
す
る
か
ら
、

肉
（
州
）
V
o
と
な
り
、
㈱
か
ら
、
』
肉
㌔
§
〈
o
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
る
。

　
命
題
3
の
結
果
と
、
幽
、
㈲
を
用
い
る
と
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

　
命
題
4
　
ケ
ー
ス
ー
の
最
適
契
約
に
お
い
て
、
買
手
が
売
手
に

対
し
て
保
証
す
る
期
待
効
用
の
水
準
が
上
昇
す
る
と
き
、

　
○
　
買
手
・
売
手
の
い
ず
れ
か
が
危
険
中
立
的
で
あ
る
か
買

手
・
売
手
の
絶
対
危
険
回
避
度
が
そ
れ
ぞ
れ
利
潤
の
水
準
か
ら
独

立
で
一
定
で
あ
る
場
合
に
は
、
状
態
，
こ
と
の
契
約
価
楕
は
上
昇
す

る
が
、
状
態
、
こ
と
の
契
約
数
量
お
よ
び
買
手
の
資
本
ス
ト
ヅ
ク
は
、

そ
の
影
響
を
受
け
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
売
手
の
受
取
る
状
態
．
こ

と
の
利
潤
は
上
昇
す
る
。

　
⇔
　
買
手
・
売
手
が
と
も
に
危
険
回
避
的
で
、
買
手
の
絶
対
危

険
回
避
度
が
そ
の
利
潤
の
増
加
と
と
も
に
滅
少
す
る
場
合
に
は
、

買
手
の
用
い
る
資
本
ス
ト
ヅ
ク
は
滅
少
す
る
。
ま
た
、
状
態
、
こ
と

の
契
約
数
量
も
滅
少
す
る
。
し
か
し
、
売
手
の
受
取
る
状
態
．
こ
と

　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

の
利
潤
は
増
加
す
る
。

　
＞
・
ω
嘗
己
o
冒
o
［
H
ミ
H
］
は
、
競
争
的
企
業
が
減
少
絶
対
危
険

回
避
的
で
あ
る
と
き
、
固
定
費
の
増
加
は
産
出
量
の
低
下
を
も
た

ら
す
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
命
題
3
，
4
の
結
果
は
、
買
手
・
売

手
が
と
も
に
危
険
回
避
的
で
買
手
が
減
少
絶
対
危
険
回
避
的
で
あ

る
場
合
に
は
、
買
手
が
売
手
に
保
証
す
る
期
待
効
用
の
増
加
は
、

固
定
費
の
増
加
と
同
一
の
効
果
を
も
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
次
に
ケ
ー
ス
■
に
つ
い
て
、
λ
の
変
化
の
影
響
を
調
べ
て
み
よ

う
。
ケ
ー
ス
n
の
最
適
契
約
は
、
¢
Φ
式
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

そ
こ
で
偉
Φ
の
3
つ
の
式
の
両
辺
を
λ
で
偏
徴
分
し
て
整
理
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

533



一橘論叢 第八十七巻 第三号　（ア6）

一
－
一
一
．
ギ
○曽

♪
■

§
句
畠
豪
一
士
、
一

こ
こ
で
＼
1
－
さ
、
自
－
§
、
1
1
，
o
＋
、
S
＊
1
－
書
句
§
ー
ミ
、
、
で
あ
る
。

　
臼
α
の
左
辺
の
行
列
の
行
列
式
は
買
手
・
売
手
が
と
も
に
危
険
中

立
的
で
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
生
産
関
数
に
関
す
る
仮
定
㈹
と
㈹

か
ら
正
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
合
に
は
臼
Φ
の
左
辺
の
行

列
の
逆
行
列
が
存
在
す
る
。
e
Φ
を
と
く
と
、

　
（
ぎ
㌔
鼻
賢
㌔
鼻
ぎ
㌔
豊
）
1
1
（
o
ら
し
言
晃
）

と
な
る
。

　
し
た
が
ウ
て
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
。

　
命
題
5
　
ケ
ー
ス
u
に
お
い
て
は
、
買
手
が
売
手
に
保
証
す
る

期
待
効
用
の
水
準
が
高
く
な
る
と
き
、
買
手
・
売
手
が
と
も
に
危

険
中
立
的
で
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
状
態
ご
と
の
契
約
価
格
は
そ

れ
に
応
じ
て
高
く
な
る
。
し
か
し
、
状
態
ご
と
の
契
約
数
量
お
よ

ぴ
状
態
ご
と
の
買
手
の
労
働
の
投
入
量
は
、
そ
の
影
響
を
受
け
な

い
。　

命
題
5
の
結
果
は
、
命
題
4
の
H
の
場
合
と
同
様
の
内
容
も
つ
。

ケ
ー
ス
n
に
お
い
て
は
、
買
手
の
危
険
回
避
度
が
そ
の
利
潤
の
犬

き
さ
に
応
じ
て
ど
う
変
化
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
λ
の
変
化
が

契
約
数
量
と
労
働
の
投
入
量
に
与
え
る
影
響
に
関
し
て
全
く
関
連

を
も
た
な
い
。
こ
れ
は
ケ
ー
ス
ー
で
は
、
ど
の
状
態
が
生
起
す
る

か
が
判
明
す
る
前
に
、
買
手
は
資
本
を
調
達
す
る
た
め
に
、
そ
の

費
用
は
事
後
的
に
は
企
業
に
と
っ
て
固
定
費
用
化
し
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
利
潤
が
よ
り
少
な
く
な
る
こ
と
の
危
険
を
回
避
し
よ
う
と

す
る
買
手
は
、
事
前
に
固
定
費
用
と
な
る
資
本
を
少
な
く
し
て
、

売
手
の
期
待
効
用
水
準
の
増
大
に
対
処
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
ケ
ー
ス
■
で
は
、
状
態
∫
の
生
起
応
じ
て
労
働
者
を
雇
用
す
る

た
め
に
、
ケ
ー
ス
n
の
よ
う
な
固
定
費
用
的
要
素
が
な
く
い
る
の

で
あ
る
。

五
　
交
渉
に
よ
る
契
約

　
こ
れ
ま
で
は
、
買
手
が
売
手
に
一
定
の
期
待
効
用
の
水
準
を
保

証
し
た
上
で
、
自
己
の
期
待
効
用
を
最
大
に
す
る
よ
う
な
方
法
で

契
約
の
内
容
を
決
定
す
る
場
合
を
考
え
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
買

手
と
売
手
が
契
約
を
緒
ぷ
上
で
の
役
割
は
非
対
称
的
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
考
察
し
て
い
る
よ
う
な
企
業
間
の
契
約
で
あ
れ
ば
、
双

方
の
当
事
者
が
対
等
の
役
割
で
契
約
の
内
容
を
決
定
す
る
場
合
を

考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
買
手
と
売
手
と
が
そ
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（η）競争的企業間における長期契約について

れ
ぞ
れ
契
約
を
結
ぱ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
相
手
に
対
す
る
威
嚇

（
ま
冨
算
）
と
し
て
用
い
て
契
約
の
内
容
を
決
定
す
る
場
合
を
考

察
し
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
け
る
一
つ
の
合
理
的
な
交
渉

の
解
は
、
』
．
句
．
乞
霊
げ
□
H
温
o
］
一
』
．
o
．
由
凹
冨
竃
㌣
□
H
漂
凸
に

よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　
前
者
に
よ
れ
ば
、
交
渉
の
解
は
二
人
の
交
渉
の
当
事
者
の
威
嚇

点
か
ら
の
効
用
の
増
分
の
稜
を
最
大
に
す
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
。

こ
の
結
果
を
用
い
る
と
買
手
・
売
手
の
威
嚇
点
で
の
期
待
効
用
を

（
s
禽
）
と
す
る
と
き
、
交
渉
の
解
は
、

（
旨
）
　
（
b
［
Q
（
黛
（
匂
）
）
］
－
q
）
（
昌
貝
僅
（
｝
）
）
1
禽
）
一
↑
卜
N
I

を
最
大
に
す
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
（
1
，
2
は
そ
れ
ぞ
れ
ケ
ー

ス
ー
、
n
に
対
応
す
る
）
。

　
こ
こ
で
は
、
前
節
ま
で
と
同
様
に
、
ケ
ー
ス
ー
と
ケ
ー
ス
n
の

場
合
に
つ
い
て
、
交
渉
に
よ
る
契
約
は
ど
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ

か
を
調
べ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
ケ
i
ス
ー
で
は
、
軋
1
－
H
の
場
合
に
帥
を
最
大
に
す
る
よ

う
に
契
約
価
椿
x
防
）
、
契
約
数
量
邊
（
｝
）
お
よ
び
買
手
の
資
本
ス

ト
ッ
ク
K
が
決
定
ら
れ
る
。
そ
こ
で
最
大
の
た
め
の
必
要
条
件
は

次
の
よ
う
に
書
け
る
。

　
こ
こ
で
、
、
H
”
（
虜
［
Q
（
§
廿
（
吻
）
）
］
1
軸
）
、
（
肉
［
q
（
畦
讐
（
帖
）
）
］
1
貞
）

V
o
で
あ
り
、
き
、
（
吻
）
；
、
（
吻
）
は
そ
れ
ぞ
れ
交
渉
解
で
評
価
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

買
手
・
売
手
の
状
態
8
に
お
け
る
利
潤
で
あ
る
。

　
ま
た
ケ
ー
ス
n
に
お
け
る
交
渉
解
の
必
要
条
件
は

と
な
る
。
こ
こ
で
、

　
奮
H
（
肉
□
Q
（
§
、
（
セ
）
）
］
」
軸
）
㌔
（
肉
［
q
（
更
、
（
』
）
）
］
1
自
）
で
あ
る
。

　
第
三
節
で
の
ケ
ー
ス
ー
、
n
の
最
適
契
約
解
で
あ
る
た
め
の
必

要
条
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
㈹
、
ω
、
㈹
式
と
偉
①
式
に
よ
っ
て
与
え
ら

れ
る
。
㈹
、
ω
、
㈹
式
と
例
、
臼
Φ
式
と
㈹
式
と
を
比
較
す
れ
ぱ
た
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だ
ち
に
わ
か
る
よ
う
に
、
最
適
契
約
の
解
と
交
渉
解
と
は
、
ケ
ー

ス
ー
、
n
、
こ
と
に
形
式
的
に
は
全
く
同
じ
内
容
を
も
つ
。
ケ
ー
ス

ー
で
は
、
最
適
契
約
解
の
λ
が
交
渉
解
の
μ
に
ケ
ー
ス
n
で
は
、

ん
が
μ
に
お
き
か
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
最
適

契
約
間
題
に
お
い
て
は
λ
が
、
交
渉
間
題
に
お
い
て
は
μ
が
、
買

手
・
売
手
の
期
待
効
用
平
面
で
の
パ
レ
ー
ト
最
適
曲
線
上
の
位
置

を
決
定
す
る
バ
ラ
メ
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
㈱
、
㈱
に
お
け
る
μ
、
μ
の
値
は
、
状
態
∫
に
依
存
し
な
い
一

定
値
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
適
契
約
間
題
と
同
様
に
㈱
、
㈹

式
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
で
次
の
命
題
が
成
立
す
る
。

　
命
題
6
　
交
渉
解
間
題
に
お
い
て
は
、
ケ
ー
ス
ー
に
関
し
て
は

命
題
1
が
、
ケ
ー
ス
2
に
関
し
て
は
、
命
題
2
が
そ
の
ま
ま
成
立

す
る
。

　
バ
ラ
メ
タ
ー
、
刎
、
（
σ
、
一
刎
）
を
一
定
に
し
た
と
き
の
、
内
生

変
数
の
性
質
は
交
渉
解
の
場
合
も
、
最
適
契
約
解
の
場
合
も
同
じ

で
あ
る
が
、
バ
ラ
メ
タ
ー
の
大
き
さ
の
ち
が
い
を
反
映
し
て
内
生

変
数
の
レ
ペ
ル
は
両
者
の
間
で
異
な
る
。

　
交
渉
解
に
お
け
る
売
手
の
威
嚇
点
一
砒
と
、
最
適
契
約
解
に
お
い

て
買
手
が
売
手
に
対
し
て
保
証
す
る
期
待
効
用
ホ
〃
は
同
じ
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
れ
は
ど
ち
ら
の
場
合
に
も
、
売
手
が
契

約
あ
る
い
は
交
渉
を
締
結
し
な
か
っ
た
と
き
に
、
彼
が
他
の
代
替

的
手
段
に
よ
っ
て
獲
得
し
う
る
期
待
効
用
の
水
準
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

　
以
下
で
は
、
（
何
も
）
を
威
嚇
点
と
す
る
交
渉
に
よ
る
契
約
の
内

容
と
制
約
条
件
を
由
［
q
（
唱
）
］
1
1
自
と
す
る
最
適
契
約
の
そ
れ
と

の
比
較
を
行
な
う
。
交
渉
に
よ
る
契
約
が
最
適
契
約
に
変
換
さ
れ

て
い
れ
ば
、
こ
の
し
う
な
比
較
は
容
易
に
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
次

の
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
補
題
　
威
嚇
点
を
（
“
も
）
と
す
る
交
渉
の
解
（
s
、
ら
、
）
と
、

制
約
条
件
を
b
［
q
（
僅
）
］
1
1
由
［
q
（
僅
、
）
］
川
㌔
と
す
る
最
適
契
約

の
解
（
曽
昔
、
ら
廿
廿
）
と
は
一
致
す
る
。
な
お
こ
の
。
補
題
は
、
ケ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

ス
ー
、
■
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
成
立
す
る
。

　
こ
の
補
題
に
よ
る
と
、
先
の
比
較
は
結
局
、
制
約
条
件
を

昌
q
（
喧
）
］
u
自
と
す
る
最
適
契
約
と
、
制
約
条
件
を
b
□
q
（
健
）
］

“
㌔
と
す
る
最
適
契
約
と
の
そ
れ
に
帰
着
す
る
。
初
と
〆
の
そ

れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
最
適
契
約
に
お
け
る
シ
ャ
ド
ウ
．
プ
ラ
イ
ス

を
1
、
戸
と
す
る
と
、
㌔
V
畠
で
あ
っ
た
か
ら
、
㌔
V
㍉
と
な

る
。　
そ
こ
で
、
こ
の
関
係
を
命
趨
4
，
5
に
適
用
す
る
と
、
最
適
契

83．
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（79）競争的企業間における長期契約について

紺
の
解
と
交
渉
に
よ
る
契
約
の
解
に
関
し
て
は
、
っ
ぎ
の
こ
と
が

い
え
る
。

　
命
題
7
　
H
　
買
手
の
生
産
関
数
を
弓
（
由
（
吻
）
・
宍
）
と
す
る
ケ

ー
ス
ー
で
は
、
買
手
・
売
手
の
い
ず
れ
か
一
方
が
危
険
中
立
的
で

あ
り
、
他
方
が
危
険
回
避
的
で
あ
る
か
、
買
手
・
売
手
の
絶
対
危

険
回
避
度
が
一
定
の
と
き
に
は
、
状
態
，
こ
と
の
契
約
数
量
と
買
手

の
資
本
ス
ト
ヅ
ク
は
最
適
契
約
の
場
合
と
交
渉
に
よ
る
契
約
の
場

合
と
で
同
じ
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
、
状
態
、
こ
と

の
契
約
価
格
は
、
交
渉
に
よ
る
契
約
の
方
が
高
く
な
る
。
ま
た
ケ

ー
ス
ー
に
お
い
て
買
手
・
売
手
が
と
も
に
危
険
回
避
的
で
、
買
手

が
減
少
絶
対
危
険
回
避
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
状
態
、
こ
と
の
契
約

数
量
と
買
手
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
は
、
最
適
契
約
の
場
合
の
方
が
大

き
く
な
る
。
し
か
し
、
状
態
，
こ
と
の
売
手
の
利
潤
は
、
交
渉
に
よ

る
契
約
の
方
が
大
き
く
な
る
。

　
目
　
買
手
の
生
産
関
数
が
弓
（
喧
（
㎏
）
一
ト
（
㎞
）
）
で
あ
る
ケ
ー
ス
■

の
場
合
に
は
、
買
手
・
売
手
が
と
も
に
危
険
中
立
的
で
あ
る
と
き

を
除
い
て
、
状
態
。
こ
と
の
契
約
数
量
と
状
態
中
こ
と
の
買
手
の
労
働

投
入
量
は
、
二
つ
の
契
約
の
方
式
に
お
い
て
等
し
く
な
る
。
し
か

し
、
状
態
，
こ
と
の
契
約
価
椿
は
、
交
渉
に
よ
る
契
約
の
方
が
高
く
、

な
る
。

　
救
後
に
、
交
渉
解
に
お
い
て
、
威
嚇
点
（
何
る
）
が
変
化
し
た

と
き
の
交
渉
解
が
ど
う
変
化
す
る
か
を
調
べ
て
お
こ
う
。
こ
こ
で

は
ケ
ー
ス
■
に
つ
い
て
の
み
分
析
を
行
な
う
。

　
ま
ず
、
㈱
の
第
二
、
三
式
の
両
辺
を
そ
れ
ぞ
れ
、
売
手
の
威
嚇

点
砺
で
偏
徴
分
す
る
と
、
買
手
と
売
手
の
生
産
関
数
に
関
す
る
仮

定
か
ら
、
①
良
ぎ
1
1
竃
㌔
ぎ
H
9
＜
｝
と
な
る
。
次
に
㈱
の
第
一
式

　
　
Ω
、
一
（
員
Q
）
よ
Y
q
、
一
（
員
S
l
自
）

の
対
数
を
と
っ
て
、
両
辺
を
一
砒
で
偏
微
分
し
先
の
結
果
を
用
い
る

と
、

（
雀
）
　
（
書
十
、
q
）
唱
（
ぎ
㌔
ぎ
）
十
｛
q
S
［
q
、
由
（
音
、
罫
）
］
1
1
息
q

を
得
る
。
こ
こ
で
、
音
1
1
（
自
（
Q
）
－
q
）
、
、
も
q
l
l
（
向
（
S
l
禽
）
、
、

で
あ
り
、
μ
、
仰
は
そ
れ
ぞ
れ
、
買
手
・
売
手
の
絶
対
危
険
回
避

度
で
あ
る
。

　
同
様
に
し
て
、
買
手
の
威
嚇
点
の
変
化
に
つ
い
て
は
次
の
式
が

成
立
す
る
。

（
ま
）

（
言
十
、
q
）
o
（
①
芝
智
）
十
尊
o
亀
［
Q
、
自
（
Φ
芝
暑
）
］

1
1
－
膏
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そ
こ
で
次
の
命
題
が
示
さ
れ
る
。

　
　
命
題
8
　
ケ
ー
ス
■
で
は
、
買
手
・
売
手
が
と
も
に
危
険
中
立

　
的
で
な
い
と
き
に
は
、
買
手
と
売
手
の
交
渉
に
お
け
る
威
嚇
点
が

　
変
化
し
て
も
、
契
約
数
量
お
よ
ぴ
買
手
の
労
働
の
雇
用
量
は
、
す

　
べ
て
の
状
態
で
変
化
し
な
い
。
し
か
し
、
売
手
（
買
手
）
の
威
嚇

　
点
が
上
昇
し
た
と
き
に
は
、
契
約
価
格
は
す
べ
て
の
状
態
に
お
い

　
て
上
昇
（
下
落
）
す
る
。

　
　
（
証
明
）

　
　
前
半
は
、
先
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
後
半
の
売

。
手
の
威
嚇
点
が
上
昇
し
た
場
合
に
つ
い
て
の
証
明
を
行
な
っ
て
お

　
こ
う
o

　
　
料
q
”
（
肉
（
q
）
1
貞
）
1
，
V
o
で
あ
る
か
ら
、
㈱
式
か
ら
（
①
芝
ぎ
）

　
は
す
べ
て
の
∫
に
対
し
て
非
正
と
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
ざ
（
｝
十
一

禽
）
、
ぎ
〉
o
と
な
る
よ
う
な
、
∫
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
膏
（
h
1
一

　
§
）
㌔
罫
く
o
と
な
る
よ
う
な
．
∫
が
存
在
し
た
と
し
よ
う
。
こ
こ
で

　
一
般
性
を
失
う
こ
と
な
く
｝
十
V
吻
．
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
と
き
、
①
芝
罫
の
連
続
性
に
よ
っ
て
、
ぎ
（
｝
自
る
）
、
爵
1
I
o
と

　
な
る
o
∫
が
区
間
（
吻
1
L
＋
）
に
存
在
す
る
。

　
　
息
q
V
o
で
あ
る
か
ら
、
o
∫
に
お
い
て
は
、
㈱
は
、
■
［
q
、
邊
（
曾
、

爵
）
］
1
I
N
．
一
と
な
る
。
こ
の
値
は
3
と
は
独
立
の
値
で
あ
る
か
ら
、

、
∫
に
お
い
て
、
幽
は
、
（
、
軸
十
、
q
）
自
（
①
博
（
－
十
一
亀
）
奇
自
）
1
1
o
と
な
る
。

（
言
十
、
q
）
自
V
o
で
あ
る
か
ら
、
音
（
｝
十
一
g
）
、
ぎ
1
I
o
と
な
り
、

仮
定
と
矛
盾
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
∫
に
対
し
て
、

ぎ
（
夕
魯
）
奇
負
V
o
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
同
様
に
し
て
、
㈱
を
用
い
て
、
ぎ
（
夕
q
）
㌔
智
く
o
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
る
。

末
　
結
ぴ

　
本
稿
で
は
、
不
完
全
な
傭
報
下
で
か
つ
取
引
相
手
に
よ
っ
て
取

引
費
用
が
異
な
る
と
い
う
状
況
の
も
と
で
の
競
争
的
企
業
閲
に
お

け
る
契
約
の
間
魑
を
分
析
し
て
き
た
。
こ
こ
で
考
察
さ
れ
た
契
約

の
タ
イ
プ
は
自
然
の
状
態
、
こ
と
に
、
契
約
価
格
と
数
量
と
を
取
り

き
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
契
約
の
対
象
と
な
る
財
以
外
の
買
手

の
投
入
物
の
調
達
方
法
が
契
約
の
結
果
に
ど
の
よ
う
な
差
異
を
も

た
ら
す
か
を
分
析
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
次
の
よ
う
な
二
つ
の

場
合
を
考
察
し
た
。
ま
ず
第
一
に
、
買
手
が
そ
の
投
入
物
を
事
前

に
自
然
の
状
態
に
依
存
せ
ず
調
達
す
る
場
合
と
、
第
二
に
は
、
そ

れ
を
自
然
の
状
態
ご
と
に
調
達
す
る
場
合
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
二
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て
、
最
遠
契
約
と
交
渉
に
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（81）競争的企業間における長期契約について

よ
る
契
約
の
内
容
を
考
察
し
た
。
最
適
契
約
と
は
、
買
手
が
売
手

に
対
し
て
一
定
の
期
待
効
用
を
保
証
し
た
上
で
、
自
分
の
期
待
効

用
を
最
大
と
す
る
よ
う
に
そ
の
内
容
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
交
渉
に
よ
る
契
約
と
は
、
買
手
と
売
手
の
そ
れ
ぞ
れ
が
契
約

に
よ
る
以
外
の
手
段
で
獲
得
し
う
る
期
待
効
用
を
威
嚇
点
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
威
嚇
点
か
ら
の
期
待
効
用
の
増
分
の
積
を
最
大
と
す

る
よ
う
に
そ
の
内
容
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
の
結
論
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

　
○
　
状
態
ご
と
の
契
約
数
量
は
、
状
態
、
こ
と
の
結
合
利
潤
を
最

大
に
す
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
。

　
H
　
状
態
古
こ
と
の
契
約
価
格
・
契
約
数
量
の
変
動
に
も
と
ず
く
、

買
手
．
売
手
の
状
態
、
こ
と
の
利
潤
の
変
動
の
大
き
さ
は
、
買
手
・

売
手
の
危
険
に
対
す
る
態
度
に
依
存
し
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

買
手
．
売
手
の
そ
れ
ぞ
れ
絶
対
危
険
回
避
度
の
相
対
的
な
大
き
さ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
の
分
担
率
を
決
定
す
る
。

　
目
　
買
手
・
売
手
の
危
険
に
対
す
る
態
度
が
、
同
じ
で
あ
っ
て

も
、
ケ
ー
ス
ー
と
n
で
は
、
パ
ラ
メ
タ
ー
の
変
化
に
対
応
す
る
契

約
内
容
の
変
更
の
仕
方
が
異
な
る
場
合
が
生
ず
る
。
ま
た
ケ
ー
ス

ー
と
n
の
差
異
は
最
適
契
約
と
交
渉
に
よ
る
契
約
の
比
較
に
お
い

て
も
あ
ら
わ
れ
る
。

　
㈲
　
最
適
契
約
と
交
渉
に
よ
る
契
約
は
、
同
じ
特
微
を
も
つ
が
、

売
手
の
契
約
か
ら
得
れ
る
期
待
効
用
は
後
者
の
方
が
高
く
な
り
、

買
手
の
そ
れ
は
前
者
の
方
が
高
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
本
稿
で
得
ら
れ
た
結
論
は
、
き
わ
め
て
隈
定
的

な
仮
定
の
も
と
に
導
か
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
を
た
だ
ち
に
現
実

企
業
間
の
長
期
契
約
の
問
題
に
適
用
で
き
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
、
実
際
の
資
源
貿
易
な
ど
で
み
ら
れ
る
長
期
契

約
は
、
固
定
価
樒
・
固
定
数
量
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

弾
カ
的
に
運
用
す
る
た
め
に
状
況
に
応
じ
た
修
正
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
契
約
に
対
し
て
は
本
稿
の
状
況
、
こ
と
の
価
楮
・
数
量

の
契
約
と
い
う
考
え
方
と
そ
れ
に
関
す
る
結
論
が
有
効
な
分
析
の

視
点
を
提
供
す
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
実
際
の
長
期
契
約
で
は
、
売
手
の
側
が
一
方
的
に
契
約
価

楕
の
更
新
を
要
求
し
て
く
る
場
合
が
あ
る
（
た
と
え
ぱ
原
油
の
場

合
）
。
こ
の
場
合
に
も
、
買
手
は
単
純
に
価
楕
の
上
昇
を
認
め
る

ケ
ー
ス
だ
け
で
は
な
く
契
約
数
量
の
調
整
に
よ
っ
て
も
そ
れ
に
対

応
し
う
る
ケ
i
ス
が
あ
る
と
い
う
本
稿
の
結
論
は
示
唆
的
で
あ
ろ

う
o　

実
際
の
長
期
契
約
（
特
に
資
源
の
取
引
に
お
い
て
）
は
、
本
稿

で
考
察
し
た
よ
う
な
競
争
的
な
企
業
間
で
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
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く
、
互
に
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
に
お
い
て
強
力
な
市
場
支
配
力
を
持

つ
企
業
（
あ
る
い
は
国
家
）
の
間
で
行
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
o
勺
目
o
と
メ
イ
ジ
ヤ
ー
間
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
場
合
の
契
約
の
内
容
を
分
析
す
る
に
は
、
買
手
・
売
手
の

双
方
の
側
の
市
場
支
配
カ
を
考
慮
に
入
れ
た
モ
デ
ル
の
拡
張
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
＊
　
本
稿
の
作
成
過
程
で
今
井
賢
一
教
授
、
川
人
清
ミ
ド
ル
テ
ネ
シ
ー

　
　
犬
挙
教
授
か
ら
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し
て
感

　
　
謝
し
た
い
。

　
（
1
）
　
企
業
が
危
険
中
立
的
で
・
労
働
者
が
危
険
回
避
的
で
あ
る
場
合
、

　
　
O
・
＞
墨
ユ
邑
尉
［
岩
饒
］
は
、
Q
（
も
（
｝
）
ら
（
吃
）
）
型
の
契
約
は
、
Q
（
き

　
　
唱
（
由
）
）
型
の
契
約
に
ド
ミ
ネ
イ
ト
さ
れ
、
ま
た
、
声
オ
、
炭
巴
－
｛

　
　
［
岩
ミ
］
は
、
Q
（
も
（
｝
）
ら
）
型
の
契
約
は
、
Q
（
き
喧
）
型
の
契
約
に
よ

　
　
っ
て
ド
ミ
ネ
イ
ト
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
あ
る
契
約

　
　
が
他
の
契
約
に
ド
ミ
ネ
イ
ト
さ
れ
る
と
は
、
2
つ
の
契
約
が
労
働
者

　
　
に
同
一
の
期
待
効
用
を
与
え
る
と
き
、
後
者
が
前
者
の
そ
れ
よ
り
も

　
　
企
業
に
対
し
て
よ
り
大
き
な
期
待
利
潤
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

、
　
　
本
稿
で
は
・
買
手
を
か
な
ら
ず
し
も
危
険
中
立
的
で
あ
る
と
仮
定

　
　
し
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
緒
論
は
得
ら
れ
な
い
。

　
（
2
）
　
中
谷
厳
〔
岩
o
．
H
〕
で
は
、
買
手
・
売
手
を
そ
れ
ぞ
れ
危
険
中
立

　
　
的
、
危
険
回
避
的
と
し
て
買
手
の
利
潤
を
決
定
す
る
契
約
が
考
え
ら

　
　
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
当
然
買
手
の
利
潤
は
状
態
に
依
存
せ
ず
一
定

　
　
と
な
る
。
本
稿
の
⑲
式
は
価
格
と
数
量
を
決
定
す
る
契
約
に
お
い
て

　
も
、
買
手
n
危
険
中
立
的
、
売
手
1
1
危
険
回
避
的
で
あ
れ
ぱ
、
結
果

　
と
し
て
、
買
手
の
利
潤
は
状
態
に
依
存
せ
ず
一
定
と
な
る
こ
と
を
示

　
し
て
い
る
。

（
3
）
　
買
手
・
売
手
が
と
も
危
険
回
避
的
で
あ
れ
ば
、
買
手
・
売
手
の

　
そ
れ
ぞ
れ
の
効
用
関
数
お
よ
ぴ
生
産
関
数
の
厳
密
な
凹
性
に
ょ
り
、

　
一
意
性
が
保
障
さ
れ
る
。
買
手
・
売
手
が
危
険
中
立
的
で
あ
っ
て
も

　
同
様
で
あ
る
。

（
4
）
　
⑫
の
制
約
式
肉
q
［
（
も
（
臼
し
）
自
（
臼
し
）
－
ミ
（
倶
（
由
し
）
）
］
1
ー
ミ

　
の
λ
を
が
の
関
数
と
し
て
、
両
辺
を
が
で
偏
徴
分
す
る
と
、

　
　
（
§
ミ
宮
。
）
b
［
ミ
（
、
軸
十
、
巳
1
j
1
－
］
H
H
で
あ
る
か
ら
、
（
鵯
ミ
匙
§
．
）

　
V
o
と
な
る
。

（
5
）
　
⑰
4
、
閥
式
か
ら
、
売
手
の
状
態
ご
と
の
利
潤
の
変
化
率
（
も
－

　
ミ
．
、
）
（
ざ
、
S
）
十
邊
（
ぎ
、
S
）
を
計
算
す
る
と
H
、
（
、
o
＋
、
＄
V
o
と

　
な
る
。

（
6
）
　
状
態
∫
の
築
合
が
離
敵
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
㈱
は
容
易
に
示

　
さ
れ
る
。
吻
1
1
［
o
し
］
の
よ
う
に
連
続
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
に

　
示
す
公
式
を
用
い
れ
ば
よ
い
。
今
毛
（
曽
）
も
（
嘗
）
を
そ
れ
ぞ
れ
”
に

　
お
い
て
び
に
属
す
る
関
数
と
し
、
嘗
（
o
）
を
8
か
ら
”
へ
の
写
象

と
す
る
－
、
汎
関
数
一
乏
、
一
一
§
ξ
、
一
一
隻
㎏
一

を
最
大
一
す
る
誉
一
は
、
。
。
三
童
一
く
、
茎
一
章

。
－
量
。
一
套
一
一
÷
一
誉
一
一
則
而
。
を
満
た
亥
証
明
釜
で

　
あ
る
の
で
省
略
す
る
。

（
7
）
　
こ
の
補
題
の
次
の
よ
う
に
し
て
証
明
さ
れ
る
、

ま
ず
、
最
適
契
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約
の
解
（
㌔
、
ら
、
“
）
は
、
そ
の
制
約
を
満
た
さ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な

　
　
い
か
ら
、

　
　
　
　
　
（
ト
ー
）
倶
q
（
噌
、
、
）
］
1
－
倖
q
（
博
。
）
〒
㌔

　
　
と
な
る
。

　
　
　
今
、
（
向
［
Q
（
畠
、
）
］
1
軸
）
、
肉
（
q
（
㌣
）
－
自
）
“
㌧
讐
と
し
、
最
適
契
約

　
　
に
お
け
る
§
由
の
シ
ャ
ド
ウ
・
プ
ラ
イ
ス
を
、
帥
と
し
、
そ
の
最
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
λ

　
　
解
を
（
s
言
ら
、
音
）
と
す
る
と
、
命
題
4
，
5
か
ら
、
㌻
V
㌧
葦
で

　
　
あ
れ
ぱ
、

　
　
　
　
　
（
＞
．
N
）
　
哩
、
1
1
哩
（
夕
㌧
、
）
V
哩
（
タ
㌧
、
。
）
“
唱
、
、
一
く
由
．

　
　
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
（
ト
N
）
が
成
立
す
る
と
、
ミ
V
o
で
あ
る
か

　
　
ら
、
肉
（
［
q
（
㌣
）
］
V
肉
［
q
（
博
婁
）
］
と
な
る
。
こ
れ
は
、
（
ト
ー
）
に

　
　
矛
盾
す
る
。
㌧
、
〈
㌧
．
讐
と
し
て
も
同
様
の
矛
眉
が
導
か
れ
る
。
し
た

　
　
が
っ
て
㌧
、
1
－
－
。
。
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
と
き
最
適
契
約

　
　
解
の
一
意
性
か
ら
、
台
。
（
｝
）
1
1
s
．
。
（
吻
）
〈
吐
ら
、
（
吻
）
”
轄
葦
（
吃
）
く
軸
が

　
　
成
立
す
る
。

（
8
）
　
山
沢
逸
平
［
岩
o
o
－
一
甲
H
豪
］
。

　
　
　
　
　
引
用
文
献
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；
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］
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．
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．
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［
岩
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－
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